
就　職　先 勤務地 職　　　種 性別・数
住友電工ウインテック株式会社 田口事業所 新 潟 県 製造オペレーター 男
新光電気工業株式会社 長 野 市 組立、機械加工・保全 男
カイシン工業株式会社 長 野 市 製造技能職 男2
株式会社ブルボン 上越工場 新 潟 県 製菓職 女2
信濃電気製錬株式会社 柏原工場 信 濃 町 製造業務・設備保全業務 男
株式会社角藤 長 野 市 建築鉄骨の部材加工・組立・溶接 男
ニチアスセラテック株式会社 飯 綱 町 生産職 男
富士通インターコネクトテクノロジーズ株式会社 長 野 市 製造職 男2女1
テクノエクセル株式会社 須 坂 市 技能職 女
カイシンエレクトロニクス株式会社 長 野 市 電気機械器具組立従事者 男
株式会社みすずコーポレーション 長 野 市 食品製造 男
信光工業株式会社 長 野 市 めっき作業補助および検査 男
株式会社高見澤 長 野 市 ダンプトラック運転手 男
株式会社フクザワコーポレーション 飯 山 市 施工管理技術者 男
創研建設株式会社 長 野 市 工事職員 男
株式会社岩野商会 長 野 市 内装仕上工 男2
マツナガ建設株式会社 須 坂 市 施工技術職 男
株式会社北條組 長 野 市 土木技能者 男
株式会社トラスト 長 野 市 塗装技能職 男2
株式会社デリクックちくま 長 野 市 調理業務 女
社会福祉法人敬老園 上 田 市 介護職 女
長野リネンサプライ株式会社 須 坂 市 クリーニングスタッフ 女
一般社団法人休暇村協会 休暇村妙高 新 潟 県 ホテルスタッフ 女
合同会社西友 長 野 市 店舗運営 女
株式会社エムデジ 長 野 市 販売・受付事務スタッフ 女
株式会社栗庵風味堂 長 野 市 栗菓子販売・喫茶スタッフ 女
角上魚類株式会社 長 野 市 店舗スタッフ 男
株式会社竹風堂 小布施町 販売員 女
株式会社長野県A・コープ 長 野 市 食品販売・加工職 男
ヤマト運輸株式会社長野主管支店 長 野 市 セールスドライバー 男
長野運送株式会社 長 野 市 トラックドライバー 男
新潟運輸株式会社 長野支店 長 野 市 セールスドライバー 男
マルヨ石材 坂 城 町 石材店 男

学校区分 学校・学部学科名

四
年
制
大
学

佐久大学
看護学科
山梨学院大学
法学部法学科
新潟食糧農業大学
食糧産業学部食糧産業学科フードコース
金沢工業大学
情報フロンティア学部経営情報学科
愛知産業大学
造形学部スマートデザイン科

短
期
大
学

上田女子短期大学
幼児教育学科
長野女子短期大学
生活科学科食物栄養専攻
大月短期大学
経済科

学校区分 学　　校　　名

専
門
学
校

長野県農業大学校
長野県長野技術専門校
長野調理製菓専門学校
松本調理専門学校
長野理美容専門学校
新潟理美容専門学校
長野社会ふくし専門学校
日本ホテルスクール
岡学園トータルデザインアカデミー
大原簿記情報ビジネス専門学校
信州スポーツ医療福祉専門学校
ニチイ学館　長野校
上越公務員情報ビジネス専門学校
高崎ビューティモード専門学校
中央工学校
東京ブライダル＆ウェディング専門学校
名古屋モード学園
Wan 国際ペットワールド専門学校
新潟コンピュータ専門学校

　

令
和
四
年
の
新
た
な
年
を
迎
え

て
、
五
山
に
は
真
っ
白
な
雪
、
春
待

ち
ど
う
し
い
中
、
五
山
ヶ
丘
か
ら
巣

立
つ
三
年
生
の
皆
さ
ん
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
小
林
校
長
先
生
は
じ
め
指
導
頂

い
た
先
生
方
々
、
北
部
高
校
へ
毎
日

送
り
出
し
て
頂
い
た
ご
家
族
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
に
な
っ
て
も
、
世
界
的
に
猛

威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
先
の
見
え
な
い
終
息
、
二
回
の
予

防
接
種
、
ま
た
三
回
目
と
対
策
を

進
め
て
き
て
い
る
政
策
、
こ
れ
も
世

界
規
模
で
の
対
応
、
対
策
を
進
め

て
い
く
中
で
、
令
和
三
年
夏
に
は
、

T
okyo2020

、
令
和
四
年
二
月
に

は
、Beijing2022

と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
、

多
く
の
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。

　

尚
、
北
部
高
校
創
立
百
十
周
年
記

念
事
業
が
、
台
風
災
害
で
中
止
に
な

り
。
続
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、

多
く
の
制
約
の
中
で
学
校
生
活
を
送

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
も

同
じ
様
に
、
会
員
の
皆
様
と
の
活
動

も
思
う
よ
う
に
で
き
ず
に
い
ま
す
。

活
動
の
中
で
生
徒
た
ち
の
学
習
を
支

え
て
き
た
、
同
窓
会
所
有
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
１
台
「
北
斗
Ⅱ
号
」
が
老
朽

化
に
よ
り
廃
車
を
決
め
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
同
所
有
の
平
成
二
十
八

年
度
購
入
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
「
北
斗

Ⅰ
号
」
が
学
校
で
の
授
業
、
地
域
活

動
、
部
活
動
の
利
用
運
行
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
学
校
と
の

協
議
を
重
ね
、
一
台
で
の
運
行
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、創
立
百
十
周
年
事
業
で
は
、

同
窓
会
へ
の
寄
付
金
よ
り
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
を
十
二
教
室
へ
設
置
を

し
、
こ
れ
ら
を
長
野
県
へ
寄
付
を
し

ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
、
㈱
良
品
計
画
、
代
表

取
締
役
会
長
金
井
政
明
様
（
昭
和

五
十
一
年
卒
）
よ
り
、
飯
綱
町
へ
ふ

る
さ
と
納
税
、
飯
綱
町
よ
り
、「
北

部
高
校
を
愛
す
る
会
」
に
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
応
接
室
、
美

術
室
へ
の
空
調
機
器
の
設
置
、ま
た
、

長
野
県
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
書

道
教
室
へ
の
空
調
機
器
の
設
置
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
同
年
、
県
事
業
に

よ
り
全
教
室
、
そ
の
他
の
教
室
に
も

エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
同
窓
会
の
皆
様
の
北
部

高
校
へ
の
思
い
の
表
れ
で
す
感
謝
を

い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
北
部
高
校

へ
の
支
援
の
窓
口
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

長
野
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
高
校

改
革
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
間
地

存
立
高
校
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ

る
北
部
高
校
の
今
後
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
昭
和
六
十
年
こ
ろ
に

は
募
集
定
員
三
五
〇
名
程
有
り
、
令

和
二
年
で
は
募
集
定
員
が
八
十
名
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
第
三
通

学
区
で
は
中
学
卒
業
生
が
二
〇
二
二

年
は
二
、四
六
〇
人
、
八
年
後
の

二
〇
三
〇
年
に
は
同
学
区
内
で
は

四
七
〇
人
の
減
少
と
な
り
、
約
十
二

学
級
分
が
減
る
と
の
こ
と
で
す
。
北

部
高
校
の
存
立
を
望
む
た
め
に
も
、

今
後
、
再
編
基
準
な
ど
厳
し
い
課
題

［１］令和4年3月1日 再刊第20号（通刊第26号）長野県北部高等学校同窓会報
　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
、

進
路
指
導
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
心
配

で
し
た
が
、
就
職
試
験
の
開
始
も
例

年
通
り
九
月
と
な
り
、
求
人
に
も
あ

ま
り
影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
月
末
の
時
点
で
若
干
名
の
進

路
未
定
者
が
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
希

望
通
り
の
進
路
が
実
現
で
き
て
い
ま

す
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
、
半
導
体
等
の

製
造
業
で
多
く
の
求
人
が
あ
り
、
本

校
で
も
数
名
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
の
三
年
生
は
建

築
土
木
系
の
希
望
者
が
多
く
、
内
外

塗
装
や
土
木
、
施
工
管
理
等
で
内
定

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
社
目
で
の

就
職
内
定
率
も
約
九
五
％
と
な
り
、

適
性
を
見
極
め
て
最
後
ま
で
頑
張
っ

た
成
果
が
出
た
と
思
い
ま
す
。

　

進
学
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
は

地
元
志
向
の
強
さ
が
目
立
ち
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
新
潟
県
や
関
東
方
面

に
進
学
す
る
生
徒
も
見
ら
れ
ま
す
。

推
薦
（
指
定
校
、
公
募
）
や
総
合
型

に
よ
る
受
験
が
多
く
、
面
接
や
作
文

等
の
練
習
に
力
を
入
れ
、
合
格
を
勝

ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
今
年
度
か
ら
進
路
指
導
主
事

と
し
て
進
路
室
に
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
自
身
と
向
き
合
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い
、
時
に
大
き
な
不
安
に
か
ら
れ
な

が
ら
も
自
身
の
歩
む
道
を
決
め
、
自

分
の
力
で
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
と
そ
う
し
た
時
間
を
共
有

し
な
が
ら
、
私
自
身
も
勉
強
に
な
っ

た
一
年
で
し
た
。
大
変
な
の
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大

い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

発行者

印刷者

長野県北部高等学校
同 窓 会
電話 026−253−2030
カ シ ヨ 株 式 会 社

進
路
指
導
係
　
中
島 

淳
児

同
窓
会
長

　
石 

川
　
広 

之

今
年
度
の
進
路
指
導
を
振
り
返
っ
て

─
最
高
の
友
・
学
舎
へ
─

■
進
学

■
就
職

就　職 進　学 未　定
合　　計就　　職

内 定 者
就　　職
未内定者

四年制大学
合 格 者

短期大学
合 格 者

専門学校
合 格 者

合 格 者
合　　計

進学未定
家居他

男子（人） 27 1 4 0 10 14 0 42
女子（人） 12 0 1 4 16 21 1 34
合計（人） 39 1 5 4 26 35 1 76
割合（％） 51.3 1.3 6.6 5.3 34.2 46.1 1.3 100

令和3年度 北部高校進路状況（令和4年1月末現在）



大
限
の
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年
度
延

期
縮
小
さ
れ
た
北
斗
祭
で
は
ク
ラ
ス

ダ
ン
ス
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
、
学
校
全
体
の
盛
り
上
が
り
と

個
々
の
自
信
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
次
の
学
年
ま
た
次
の
学

年
、
そ
し
て
卒
業
へ
と
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
将

来
の
少
子
化
の
進
行
と
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
教
育
を
推
進
す
る
高
校

改
革
の
指
針
と
し
て
二
〇
一
七
（
平

成
二
十
九
）
年
三
月
に
「
学
び
の
改

革　

基
本
構
想
」
策
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
高
校
改
革
を
少
子
化
に
対

応
す
る
た
め
の
単
な
る
縮
小
・
統
廃

合
計
画
と
す
る
の
で
は
な
く
、
長
野

県
の
高
等
教
育
を
新
た
な
学
び
へ
と

変
革
す
る
た
め
の
好
機
と
と
ら
え
、

「
新
た
な
教
育
の
推
進
」
と
「
新
た

な
高
校
づ
く
り
」
に
一
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
基
本
理
念
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）

年
九
月
に
は
、よ
り
具
体
化
し
た「
高

校
改
革
～
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
～
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
ご
と
の

将
来
を
見
据
え
た
高
校
の
あ
り
方
と

高
校
配
置
等
に
つ
い
て
、
未
来
の
在

り
方
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
高
校

教
育
の
将
来
像
を
地
域
と
と
も
に
検

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
北
部

高
校
の
中
山
間
地
域
と
し
て
の
信
濃

町
、
飯
綱
町
の
生
徒
数
に
よ
り
、
今

は
長
野
市
か
ら
の
生
徒
割
合
が
多
く

を
占
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今

後
地
域
を
問
う
こ
と
な
く
、
北
部
高

校
の
存
立
に
同
窓
会
、
飯
綱
町
、
信

濃
町
、
同
窓
会
員
の
多
く
を
有
す
る

長
野
市
地
域
の
皆
様
と
、
意
を
一
つ

に
し
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

北
部
高
校
の
目
指
す
教
育
の
中

に
、
地
域
人
材
創
出
拠
点
を
目
指
す

（
地
域
密
着
型
）
高
校
と
あ
り
、
地

域
に
出
て
、
地
域
で
学
ぶ
ユ
ニ
ー
ク

な
「
地
域
授
業
」
を
教
育
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
魅
力
あ

る
高
校
に
と
、
小
林
校
長
先
生
、
先

生
方
の
指
導
、
学
習
を
通
じ
て
魅
力

あ
る
学
校
環
境
作
り
を
し
、
存
立
の

道
を
開
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
。
北
部
高
校

同
窓
会
と
北
部
高
校
の
発
展
を
祈
念

し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
様
、

地
域
関
係
者
各
位
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

討
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、「
高

校
の
将
来
像
を
考
え
る
地
域
の
協
議

会
」
が
旧
通
学
区
ご
と
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
本
校
を
含
む
旧
第
三
通
学
区

で
も
各
地
区
の
市
町
村
長
、
市
町
村

教
育
長
、
産
業
界
の
代
表
等
を
構
成

員
と
し
て
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）

年
六
月
か
ら
二
〇
二
一
（
令
和
三
）

年
二
月
ま
で
の
間
六
回
の
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
高
校

の
現
状
や
中
学
卒
業
者
の
進
学
状
況

を
研
究
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
実
現
す
る
学
び
に
必
要
な
高
校

の
将
来
像
が
議
論
さ
れ
、そ
の
意
見
・

提
案
書
が
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年

四
月
十
三
日
県
教
育
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
意
見
・
提
案
書
の
中
で
本

校
は
「
中
山
間
地
存
立
校
」
と
し
て

『〈
概
要
抜
粋
〉・
高
校
に
お
け
る
専

門
性
の
あ
る
学
習
を
保
証
し
、
規
模

を
活
か
し
た
学
習
活
動
や
ク
ラ
ブ
活

動
等
を
行
え
る
学
び
の
場
を
考
え
た

場
合
、
再
編
基
準
に
沿
っ
た
統
廃
合

を
実
施
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。・「
再
編
・
整
備

計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
地
域
の
中
学
生
の
希
望
も
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
学
校
な
ら
で

は
の
特
色
あ
る
学
び
を
追
及
す
る
地

域
の
拠
点
と
し
て
可
能
な
限
り
維
持

で
き
る
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。』
と

い
う
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
に

お
い
て
も
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら

今
年
度
も
1
年
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
授
業
を
は
じ
め
様
々
な
学

校
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
度
に
生
徒
た
ち
が
今
で
き
る
最
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
3

年
度
男
子
副
会
長
の
根
津
幸
輔
で

す
。
私
は
2
年
の
末
か
ら
初
め
て
生

徒
会
執
行
部
に
所
属
し
、
男
子
副
会

長
と
い
う
立
場
で
生
徒
会
活
動
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
北
斗
祭
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
北
斗
祭
を
3
日
間
開

れ
ら
を
受
け
て
、
県
教
育
委
員
会
は

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
三
月
ま
で

に
「
再
編
・
整
備
計
画
」（
案
）
を

策
定
し
、公
表
す
る
予
定
で
す
。〈
詳

細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。〉

　

本
校
の
将
来
を
見
据
え
て
い
く
上

で
も
、
諸
先
輩
方
に
築
い
て
い
た
だ

い
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
地

域
に
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
、
今

後
も
新
し
い
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
環
境
を
整
え
、
特
色
を
活
か

し
、
生
徒
た
ち
の
成
長
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
結
び

に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
母
校
へ
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
、
報
告
と
さ
せ
い
た
だ
き

ま
す
。

催
し
ま
し
た
。
そ
の
3
日
間
の
う
ち

1
日
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
密

を
避
け
る
た
め
に
、
入
場
者
の
人
数

を
制
限
し
た
り
、
屋
台
を
中
止
し
た

り
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
厳
し
い
環

境
の
中
、
工
夫
を
凝
ら
し
開
催
で
き

た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
私
の
北
部
高
校
に
お
け
る

3
年
間
は
、
学
習
生
徒
会
活
動
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
関
わ
り
、
想
像
以
上
に

多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
辛
く
心
が
折

れ
そ
う
に
な
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
験
を

通
し
て
、
自
分
自
身
の
改
善
す
べ
き

点
が
私
の
中
で
明
確
に
な
り
成
長
す

る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

　

今
の
二
年
生
が
入
学
し
た
年
は
全

国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

休
校
が
長
引
き
さ
ら
に
は
、
昨
年
八

月
頃
に
は
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
が
蔓
延
し
始
め
ま
し
た
。
こ
の
学

年
は
制
約
が
多
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
な

ん
と
か
修
学
旅
行
だ
け
で
も
行
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
当
初
の

目
的
地
だ
っ
た
神
戸
・
大
阪
地
区
か

ら
他
地
区
へ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
時
は
、
修

た
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
な
る
成
長
を

目
指
し
進
学
、
社
会
人
と
し
て
活
躍

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
若

輩
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
先
輩

方
か
ら
の
叱
咤
激
励
を
賜
り
、
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
も
覚
悟
し
ま
し

た
が
、
十
一
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
も
下
火
に
な
り
、
当
初

計
画
し
て
い
た
十
二
月
に
は
、
修
学

旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
泊
三
日
の
伊
勢
志
摩
方
面

へ
の
変
更
と
な

り
ま
し
た
が
実

施
で
き
、
ほ
っ

と
し
て
お
り
ま

す
。
制
約
の
多

い
中
で
の
修
学
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。
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